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て議みのりの童文

と

ふ
抽
出
佐
一
郎
さ
ん
〈
間
関
》
口
H

4

均

九

汚

醐

関

門

H

安
ん
窓
ん
〈
M

開
〉
郡
朝
木

秋
一
%
ら
く
さ
ん
〈
前
回
)

u

n

八
十
八
才
以
上
一
名
、
結
婚
去
十
年
十
九
組
問
片
付
認
い
…
M
ド
後

九
月
十
五
日
か
ら
一
一
十
日
日
年
八
十
八
才
以
上
の
お
と
し
よ
砕
流
辺
さ
と
さ
ん
〈
総
〉

H

踊
指
図
げ
か
の
さ
ん
ハ
川
町
〉

W

ま
で
は
「
と
し
よ
り
の
何
開
設
返
事
〈
一
一
十
一
…
一
人
〉
に
対
す
る
何
千
浜
急
く
控
ん
〈
的
拘
)
中
隊
小
山
闘
し
ま
さ
ん
ハ
鈴
〉

H

同
開
」
で
す
。
‘
、
か
ら
の
激
務
年
金
授
と
す
〈
一
一
一
千
平
w
m
さ
く
さ
ん
(
∞
∞
〉
付
付
金
子
み
や
さ
ん
〈
出
時
〉

N

本
即
時
で
も
こ
の
週
間
に
ち
な

m
m
〉
な
ら
が
に
慰
安
淡
淡
A

設
な
紋
は
な
さ
ん
〈
帥
出
〉
伊
山
富
田
尚
治
議
さ
ん
ハ
総
〉

H

ん
で
、
九
兵
二
十
一
九
日
午
後
九
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

A
V

絵
師
崎
五
十
年
に
達
し
た
ご
炎
綴

柏
町
三
十
分
か
ら
然
…
小
学
校
総

O
八
十
八
命
以
よ
の
方

堂
に
お
い
て
数
滋
母
子
出
家
庭
問
邸
中
村
む
め
ぢ
ん
門
的
出
〉
我
潔
子

市
常
火
炎
な
開
催
す
る
こ
と
に
な
ふ
総
も
よ
さ
ん
(
鈎
〉

H

ち
ま
し
た
o
E
C大
会
に
ど
初
制
球
石
綴
さ
ん
(
出
掛
〉

hw

休
刊
す
る
方
は
、
料
飢
え
和
十
カ
十
才
澄
拙
持
た
い
さ
ん
〈
山
田
〉

H

以
上
の
お
と
し
よ
り
約
千
人
と
潟
下
幾
太
郎
お
ん
〈
例
制
〉
篠
崎

母
子
仙
波
山
総
一
一
潟
吸
稀
で
す
。
州
制
件
付
ヌ
郊
め
さ
ん
(
山
間
)
主
青
山

と
の
大
会
で
は
、
本
年
総
腕
時
泌
総
よ
ね
さ
ん
〈
四
回
〉

M
H

双
十
年
に
逮
し
た
ヰ
議
ハ
十
九
日
前
一
揖
す
み
さ
ん
ハ
削
削
〉
総
務

経
〉
犯
対
す
る
添
加
問
前
中
か
ら
の
海
務
係
絞
殺
さ
ん
〈
m
m
)
間
開
発
戸

総
念
口
問
断
然
〈
ゑ
級
〉
、
数
え
胤
羽
交
は
っ
さ
ん
(

m

出
〉
根
戸

鈴
木
犀
本
語

i
右
犠
主
糸
間

排
水
工
事
始
ま
る

品
如
水
際
家
信
わ
き
か
ら
鉄
叫
緩
め
る
入
札
は
、
去
る
九
月
中
い
自

に
泌
っ
て
石
後
生
糸
工
場
獲
に
午
前
十
昨
吋
か
ら
設
機
会
終
慾
民

主
る
延
長
二
校
一
一
十
近
メ
1
2
b

お
い
て
間
関
投
に
よ
り
行
わ
れ
、

ん
の
排
水
工
務
た
か
ね
て
か
ら
そ
の
紛
然
、
欄
間
十
一
一
万
五
千
円

計
一
燃
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
で
特
例
孫
子
の
渡
辺
工
務
応
が
十

第
一
鍛
工
事
と
し
て
、
鈴
木
緩
滋
か
ら
工
事
を
始
め
て
い
ま

本
出
納
わ
き
か
ら
久
島
せ
後
綴
切
り
す
。

ま
で
経
長
谷
ふ
l

況
メ
ー
ト
ん
の
な
お
、
と
の
銚
水
工
事
は
、

排
水
γ

ム
務
た
繍
術
品
H

に
よ
れ
ツ
実
情
崎
コ
ン
ダ
苦
}
ト
暗
闘
剤
、
コ
ン
タ

ず
る
こ
と
に
な
与
ま
し
た
。
り
l
F
総
浴
、
む
学
説
抽
出
り
一
一
一
緩

と
の
工
事
の
持
続
品
州
議
お
な
き
に
よ
っ
て
行
為
れ
ま
す
。

i
z
s
i
l
l
i
-
-
r
i
l
l
i
 

品
約
叫
す
で
お
知
ら
と
つ
お
ぼ
え
が
き
同
総
」
安
調
関
査

せ
し
た
よ
う
に
十
鈴
が
十
月
一
日
目
、
す
ぎ
に
得
度
時
間

月
一
認
に
は
級
料
開
燃
す
る
と
き
ま
で
に
紛
糾
入
し
て

潟
交
が
{
げ
か
れ
ま
お
い
て
く
だ
さ
い
。
十
同
月
一
日

ず
。
そ
の
地
中
鋭
部
掛
か
ら
一
一
…
口
付
設
で
は
耐
火
総
務
す
革
郷

小
銭
と
し
て
九
日
月
二
附
マ
、
と
め
期
間
聞
に
認
家
官
民
が

十
間
回
目
か
ら
一
一
一
十
得
後
訪
問
阿
し
、
各
世
瀞
の
人
に

認
ま
で
の
闘
に
、
総
入
し
て
も
ら
っ
た
総
背
筑
紫
を

湘
制
労
災
が
名
袋
内
時
集
め
な
が
ら
総
官
公
認
が
記
入
す

れ
恋
仲
間
以
し
て
調
資
る
等
級
に
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
お

吋
誌
を
配
布
し
ま
す
数
し
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
ど
協

か
ら
、
「
没
後
ゑ
カ
し
て
く
だ
さ
い
。

が
記
入
す
る
糊
欄
」

ぴあ広

炎

中
村
金
持
ハ
さ
ん

岩
内
務
士
一
時
さ
ん

出

内

務

お

さ

ん

榊
綿
織
伴
滋
さ
ん

染
谷
太
一
郎
ん
さ

柊

完

治

さ

ん

大
久
同
時
総
綴
さ
ん

隊
出
附
側
関
・
米
前
却
さ
ん

鈴
去
官
一
一
一
部
却
さ
ん

長

岡

仁

治

容

ん

山
本
庄
一
隠
さ
ん

や
村
創
刊
紙
"
さ
ん

綴
終
初
太
郎
さ
ん

船蹴
m
田
清
次
さ
ん

銀
出
掠
伊
滋
さ
ん

狂
乱
時
弁
綴
さ
ん

一
戸
川
純
蹴
抑
太
郎
さ
ん

後
回
武
掛
離
さ
ん

素
描
開
銀
胡
織
さ
ん

うきと怠や もなてときさFずないよきさしし;
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3
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5

開明州知
s

制却・

7

mmM
・2
・m凶

開
明
必
・

1
・
銀

総
帥
剖
・

9
・
m
出

期制的制・

9
・
ぉ

農
地
転
用
違
一
段
跨
止
の
た
め

「
転
用
許
可
済
証
明
」
を
表
示

県
終
議
会
柑
離
は
蹴
問
機
絞
郊
の

許
可
川
崎
投
開
明
時
慨
に
す
る
と
と
も

に
都
内
所
転
用
、
許
可
総
工
潜
銭

円
げ
な
ど
の
違
反
会
仲
間
必
ず
る
た

め
、
八
月
の
紳
許
可
織
か
ら
「
曲
関

姉
崎
絞
間
消
滅
前
一
吋
務
部
臨
開
明
L

の
表
示

俊
一
げ
な
'
わ
せ
る
こ
と
に
た
れ
/
ま

し
た
。こ

の
絞
燃
は
岬
税
総
奴
Y
チ
・

措椀明
ω
佼

Y
チ
の
抑
制
水
ベ
ニ
ヤ
掃
棋

で
、
ゆ
務
者
の
役
所
氏
名
、
故
例

吋
時
々
月
日
、
許
可
滋
ム
市
役
場
、

許
可
曲
窮
地
の
総
数
・
幼
時
蹴
鱗
・
跡
事

数
、
炉
格
闘
問
問
的
な
ど
を
記
入
し

て
四
品
拙
捕
に
市
誠
治
ナ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と
の
表
示
栢
脳
同
体
一
体
済
問
内
で

系
農
業
会
叫
殺
が
災
一
村
し
、
附
間
約

と
し
て
一
体
一
役
で
す
。
な
お

鵠
刑
務
総
人
事
間
引
に
つ
い
て
は
、

駒
内
幾
業
委
員
会
で
記
入
い
た

し
ま
す
。
転
用
許
可
な
受
け
ら

れ
た
方
減
、
鵠
料
品
川
時
間
議
反
世
帯
停

役
中
木
紳
防
犯
叫
抑
止
す
る
た
め
、
が

ず
と
の
表
談
相
棋
の
交
付
を
焚
け

て
、
回
目
的
ヱ
事
mw
際
熱
か
ら
終

了
ま
で
現
姉
崎
に
務
添
し
て
く
だ

さ
い
。
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事

林

義

縁

取

締

H

染

谷

茂

中

白

判

F

H

内
海
笠
士
口
中
間
掛

H

m

開
始
庁
築
簸

n

H

A

ゑ
峠
杓
識
常
布
位

。

μ
羽田山宙開一一一郎

uw

n

大
木
問
機

H

N

石
原
松
太
殿

"u

俊
市
常
銀
関
定
数
・
百
戸

MM

…
制
労
幾
品
開
布
佐

を
や
め
て
縁
側
隅
に
医
師
の
診

臨
聞
を
受
け
震
し
よ
う
。

…
樹
料
理

ω
一
せ
い
検
診
…

一
同
愛
い
お
子
さ
ん
の
脇
陣
一

一
綴
役
守
る
赤
ち
ゃ
ん
の
一
一

一
せ
い
校
総
投
淡
の
と
お
り
一

一
行
い
ま
す
か
ら
、
俊
一
十
乎
一

一
組
問
を
お
格
付
ち
に
な
っ
て
、
一

で
も
よ
き
の
場
所
で
診
断
敬
一

…
受
ゆ
り
て
く
だ
さ
い
。
一

一

図

的

問

数

者

一

一
綴
和
判
例
年
1
同
月
以
後
に
一

一
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
。
一

…

園

日

持

・

綴

続

出

明
日
月
匁
口
H

耐
吋
ム
品
深
夜
統
一

川
書
刃
包
口
M

第
間
関
小
学
校
一

一
合
間
持
泌
ロ
M

別
問
北
小
学
校
一

語狗丹榊刷悶
M

布
校
小
学
校
一

一
待
問
は
い

γれ
も
午
後
一

一

1
昨
吋
か
ら
午
後
3
時
時
ま
一

…

で

で

す

。

凶

消
防
盟
役
員

一
線
変
わ
る

品
科
怒
十
湾
総
料
開
閉
山
削
附
総
長
の

綴
山
山
掌
穴
さ
ん
は
、
ツ
身
ょ
の

紺
併
合
に
主
h
ッ
λ
同
月
一
一
一
十
二
持
仇
宮

も
っ
て
退
帥
輔
さ
れ
ま
し
た
の
で

そ
の
後
絞
と
し
て
、
我
孫
子
の

小
熊
w
T
入
荷
ぜ
ん
が
九
月
一
臼
付

を
も
っ
て
泌
総
開
慌
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
術
後
交
関
長
の

絵
且
何
省
主
日
さ
ん
は
入
月
一
一
一
十
一

口
討
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
れ
ソ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
阿
部
と
し

て
議
絞
の
お
川
川
蕊
一
さ
ん
が
九

月
一
日
付
訟
も
っ
て
お
絵
支
図

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

の
綾
町
川
J

議
議
一
と
か
、
開
刊
行
政
に
対
す
る

符
え
十
点
を
い
ち
い
ち
絞
9
ま
と

め
て
、
そ
の
多
数
意
思
に
従
っ

て
行
く
の
が
滋
附
判
明
、
正
し
い
方

法
で
す
が
、
し
か
し
附
民
の
皆

さ
ん
が
一
堂
に
樹
刑
法
引
で
会
特
紘

一
を
開
聞
い
た
の
で
は
か
え
っ
て
淡

緩
と
な
り
、
時
間
則
的
引
に
も
然
貼
駄

な
絞
楽
に
な
づ
て
住
民
の
た
め

に
な
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
と
で
然
災
mw
榔
晶
表
を
代
表

す
る
一
つ
め
後
問
問
に
よ
り
、
代

っ
て
行
む
せ
る
こ
と
が
浴
場
吋
で

す
。
と
の
代
表
機
関
が
議
会
情
、

あ
る
わ
け
で
す
。

円
山
出

荷
開
院
の
代
弁

翁

み

し

て

士
口
く
議
に
「
役
会
あ
る
と
と

ろ
に
法
あ
り
い
長
官
純
一
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
制
執
た
ら
が
役
会
生

品川
h
f
営
ん
で
行
く
ょ
に
は
、
H
ど

う
し
て
も
そ
と
に
一
つ
の
寂
淡

め
と
い
う
も
の
が
必
婆
で
す
抱

そ
の
務
本
的
な
と
と
は
憲
法
に

は
っ
き
り
双
後
お
れ
て
お
柱
、

と
め
媛
定
よ
っ
て
後
滋
獄
絵
組
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
怒
た
も
の
生
滅

袈
潔
の
二

J

で
ふ
る
る
自
治
体
の

逐
料
品
、
す
な
わ
ら
総
た
ち
の
時

が
よ
ち
よ
く
ぬ
判
断
附
し
て
行
〈
た

仏
り
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と

い
う
と
と
に
な
り
ま
す
と
、
そ

の
麻
取
も
よ
い
方
法
誌
、
湾
問
問
の
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す
が
、

ζ

設
蕊
耕
哉
は
整
郎
か
ら

も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
戦
前
と
戦
後
と
で
は

そ
の
《
容
が
相
相
当
に
縁
。
吃
い

ま
ナ

2

戦
前
は
ど
存
じ
の
よ
う

に
出
来
油
精
権
的
で
あ
っ
て
、
出
回

全
散
と
か
除
徐
絞
と
い
う
点
で

同
体
、
自
治
の
B
鳴
に
お
い
て
は
非

常
に
違
う
移
設
で
し
た
が
、
戦

後
に
お
け
る
捻
労
務
総
は
、
従

来
の
g
e
e
-
-
P
M
Y
パ
式
の
も
の
か

ら
ア
メ

F
カ
方
式
に
よ
る
佼
同
開

出
凶
納
以
前
り
後
脱
出
を
附
闘
っ
た
も
の
と

な
令
、
関
と
の
泌
総
柄
、
も
用
品
い

き
っ
た
柏
崎
方
分
殺
が
一
行
わ
れ
、

抽
出
方
議
会
の
諮
問
献
も
ふ
〈
綴
K
M拙

め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

叶
山
闘
治
」
と
は
一
克
来
自
体
mw，

期
総
隊
で
俗
的
号
、
自
分
の
事
は
内
向

分
の
叫
す
で
加
問
織
す
る
と
と
を
い

う
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
「
総

方
自
治
」
で
の
機
設
は
、
嶋
崎

中点
m
w
ζ

と
は
抽
出
方
総
同
院
が
前
倒
ら

加
問
泌
す
る
ζ

と
で
、
品
説
賛
す
れ

ば
地
方
欧
同
問
に
つ
い
て
は
原
則

と
し
て
胤
闘
の
滋
養
、
干
渉
を
仲
排

除
し
て
、
陥
嶋
中
点
の
俊
民
、
か
自
ら

の
実
径
左
録
制
税
に
よ
ゆ
で
向
弛
緩

し
て
φ
く
と
一
百
一
尚
一
う
乙
で
あ
る
b

M

り
で
ナ
。

的
総
会
以
住
民
mv
代
表
後
嗣
闘

と
し
え
附
刊
の
間
九
回
摂
一
繁
栄
、
町

民
…
初
扮
m
w
-
m
ふ
恥
官
級
る
た
め
に

町
民
の
出
総
開
部
品
忽
政
治
的
に
代
表

し
、
時
再
開
の
慈
同
開
制
点
在
約
然
し
つ

つ
品
御
率
を
決
定
し
て
ん
行
か
ね
ば

な
ち
ま
せ
ん
。

以
上
mw
将
校
は
ぬ
数
が
一
ニ
十
名

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
我
孫

子
町
も
と
の
繍
別
総
に
入
る
わ
け

で
す
。
そ
し
て
一
一
一
十
B
鳴
が
附
町
民

の
中
か
ら
代
表
と
し
て
滋
山
剛
容

れ
、
と
の
代
表
に
よ
っ
て
品
判
明
郁

子
狩
の
為
ら
ゆ
る
仕
事
を
議
決

後
僚
と
し
て
純
明
務
を
遂
行
し
て

行
く
か
け
柄
、
す
。

ζ

と
で
地
方
総
会
mw
後
後
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
す
と
、

一
、
地
方
議
会
は
濃
淡
の
必
勝
関

拙料開開明、必める。

一
一
、
総
湾
総
閥
会
同
体
住
民
の
代
表

協
瞬
間
関
で
あ
る
む

三
、
総
方
議
会
は
地
方
公
然
間
関

仕
作
の
議
事
機
関
明
、
あ
る
。

記

鈴

木

和

民

選

ば

る

同
日
石
芽
英
次
郎
・
絵
本
竹
雄
の
一
尚
氏

蹴
諸
国
問
森
治
端
科
柑
郁
子
級
官
智
大
盛
岡
額
制
気
回
縄

問

問

詰

問

。

μ

絞
絵
真
一
一
一

蜘
駒
山
総
緩

H

H

燦

辺

倒

郎

陥拠地例制加太融持

M

M

制
措
総
隊
山
大

青 Jf !I 我

山 撃

開
州
制
械
の
と
お
ち
特
殊
法
人
我

柑
卵
子
問
機
γ
広
明
の
創
立
総
会
は

商
工
骨
治
家
七
一
向
中
八
十
名
中
五
百
師

同出名

ch加
入
役
捌
刊
で
、
九
日
月
五

日HE
午
後
一
時
か
ら
一
小
級
品
説
マ

網
開
州
模
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
絶
叫
杭
、
初
年
後
ん
帯
数

計
一
同
問
、
初
年
後
収
支
予
算
な
ど

を
決
め
た
汲
・
炉
、
次
の
か
た
が

た
を
役
員
に
滋
ん
守
、
こ
と
に

第
一
歩
を
緩
み
織
し
申
仇
し
た

O

A
M

判
長
鈴
木
和
寒
波
渓
予

約
八
日
間
長
谷
井
英
次
お
お
後

M

紙
本
品
廿
議
取
る
終

調
時
事
川
門
川
与
太
郎
我
孫
子

H

小
抽
出
物
処

M

M

杉
本
数
太
郎

N

H

援
本
啓
附
悶
師
陣

H
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務
第

ιか
か
る
絵
ょ
う
ご
諜
鷺

布
佐
@
諮
北

κ赤
舗
が
多
発

八
月
米
か
ら
九
月
初
出
払
却
に
か
淡
蕊
殺
し
ま
し
ょ
う
。

け
て
、
十
五
名
も
の
中
際
線
、
設

wv
飲
食
僚
や
附
間
総
後
に
は
必
ず

潟
慾
者
が
発
殺
し
、
ハ
命
線
上
手
浅
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

九
点
湖
、
布
袋
上
耐
吋
大
名
〉
と
の
留
す
飲
食
に
は
骨
巾
に
浅
慾
し
、
終

う
ち
一
名
が
不
幸
ヤ
に
も
死
℃
し
に
や
一
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
。

ま
し
た
殺
伐
惑
で
し
か
も
じ
め

wv
ハ
ま
γ
絞
を
撲
滅
し
ま
し
ょ

じ
仏
附
し
た
的
燃
は
、
特
に
消
制
作
ぬ
う
。

器
系
の
伝
染
病
が
多
発
し
や
す
写
体
の
終
合
い
が
少
し
で
も
惑

い
で
す
か
ら
、
お
}
ふ
い
に
怒
分
い
と
き
は
も
し
ろ
う
と
後
法

加、時

ちが
ミ喧ー

御
一
一
山
伐
と
の
関
僚
は

惜
棋
の
糊
同
総
の
ご
と
く

自

分

の

こ

と

は

向
間
分
の
容
で

私
た
ち
は
、
よ
く
ぷ
川
方
向
凶

治
」
と
い
う
言
築
設
耳
に
し
ま

び

び

耐
町
は
、
綴
織
酷
か
ら
み
る
と
議

決
機
関
で
る
る
輪
開
会
と
、
執
行

抽
出
間
関
で
る
る
町
長
と
の
コ
つ
に

区
分
さ
れ
、
お
互
い
に
総
後
な

概
関
係
を
も
っ
て
町
の
行
設
に
た

ず
き
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
総
会
市
町
議
員
も
町

長
も
共
に
防
災
mw
波
地
位
選
挙
で

縫
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
附
の

務
総
穫
は
と
の
ス
つ
の
機
関
に

分
け
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
喧
長
と
談
会
と

同
体
緩
め
一
向
品
輸
の
知
く
対
立
さ
せ

一
な
が
ら
カ
の
パ
予
シ
ス
が
と
れ

る
よ
う
に
仕
緩
ま
れ
、
つ
ま
り

も
色
も
と
住
民
の
終
哲
て
い
る

協
同
削
機
の
う
ち
、
附
時
の
慈
時
笹

山
院
総
十
る
の
が
議
会
で
あ
り
、

議

録

の

そ
の
決
後
に
よ
り
仕
事
を
実
行

定

数

ば

す

る

の

が

町

長

に

と

そ

れ

ぞ

れ

き
て
、
後
双
子
前
刊
の
絞
鈴
の
分
朝
日
さ
れ
、
そ
の
関
に
は
お
玄

数
時
件
、
地
方
自
同
締
法
と
い
う
淡
い
に
捻
判
し
ム
悶
い
、
た
だ
し
ん
問

時
怖
に
説
拾
い
て
渓
在
の
俊
民
は
な
ぬ
っ
て
、
調
和
の
と
れ
た
行
寺
巡

十
翁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
の
口
容
や
独
蕃
の
な
い
よ
う
妥
当
ベ
な

法
晶
体
に
よ
り
ま
ナ
ど
、
人
口
五
政
め
が
緩
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

万
人
釆
織
の
ゆ
郎
、
人
災
二
万
人
て
い
る
わ
け
で
す
G

町

議

会

の

役

割

①

あ

あ

で
中
、
き
る
だ
け
お
そ
ま
き
す
る
次
は
悼
庶
務
数
布
で
す
が
、
約

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
尉
治
拡
十
制
丹
上
、
中
勾
に
回
献
も
鉱
油

次
同
体
浴
車
体
マ
す
が
、
締
役
特
駒
山
燃
し
ま
ず
か
ら
、
九
月
中
h
w
か

起
し
て
ム
2

ア
ー
ル
当
。
一
七
沃
釜
ら
十
月
下
h
w
ま
で
の
開
闘
に
水
銀

言
総
人
十
キ
抑
制
刷
会
豊
後
ボ
ル
ド
ウ
高
官
同
!
大
.
差
出
液

十
却
し
、
表
土
と
潟
令
す
れ
ば
為
を
散
布
し
ま
す
。
ボ
ル
ド
ウ
減

る
緩
皮
有
効
で
す
。
然
知
関
以
綱
棋
は
図

l
問
問
式
の
も
の
設
内
問
柑
惜
の

の
蹴
閉
口
が
ふ
骨
カ
な
開
設
入
門
H
に
な
制
批
一
級
緩
や
浴
擦
の
薬
組
側
部
分
に

ち
設
ナ
か
ら
、
精
強
ま
き
勃
刑
に
ア
級
官
悼
す
る
と
有
効
で
す
。
間
関

i

ル
ド
リ

ν、
ヘ
ブ
グ
持

1
ル
、
岡
山
武
ボ
ル
ド
ウ
液
は
白
菜
の
楽

B
H
H
C
簿
の
料
開
制
閉
そ
十
ア
ー
ル
に
楽
的
資
が
生
じ
る
の
守
、
緩
滋

4
1
3
i
e
4
1
0
6
9
j
:
i
・e・8
8
s
i
b
i
-
-

総
や
柏
崎
擦
の
業

白
菜
軟
腐
病
治
時
ぎ
方
喜
八
万
去
に

i
:
z
e
J
a
t
o
?
L
i
t
-
-
z
i
a
e
-
-
e
e
j
a
i
-
b
i
f
i
-
-
し

Lie--
ー
か
か
ら
な
い
よ

当
り
ふ
ハ

i十
キ
口
市
怨
府
民
糊
綿
入
門
よ
体
う
に
し
な
け
れ
ば
帖
な
哲
ま
せ

に
数
殺
し
、
す
き
と
み
予
防
安
ん
。

し
ま
す
0

・
公
じ
さ
つ
線
虫
の
訪
中
病
気
に
か
か
っ
た
総
を
慾
に

除
も
大
切
で
す
。
蹴
悼
み
中
川
同
必
ず
放
震
す
る
と
時
間
燃
の
後
後
仇
官
官
問

型
蒋
し
て
く
だ
さ
い
。
に
の
綴
め
る
と
と
に
な
る
の
で
、
滋
台

前
闘
は
多
殺
の
作
物
に
螺
同
点
、
ア
る
に
穴
金
掘
っ
て
鑓
め
る
か
、
絞

め
明
、
、
中
入
品
協
の
熔
に
存
守
す
る
か
ら
憐
れ
た
山
山
林
等
に
拾
で
で

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
盆
〈
対
話
い
。
今
匁
発
直
前
の
多
か

育
判
例
耐
掛
か
ら
後
入
し
ま
す
が
、
っ
た
熔
で
獄
、
一
一

i
三
年
間
麦

そ
の
期
間
、
総
ぎ
あ
れ
ば
感
陸
孫
、
一
暴
言
議
L
、
病

漆
せ
ず
に
す
み
ま
す
。
議
密
度
点
在
下
げ
Y
く
だ
浅
い
e

必
智
対
軟
牌
闘
病
は
、

-a緩
め
掛
端

撚
附
か
ら
附
制
り
は
じ
め
、
し
ま
い

に
は
総
人
然
体
が
数
ル
ル
総
数
し
慈

長
を
融
刑
す
る
内
約
機
闘
で
す
。
仲
間
関
出

磁
は
一
措
棋
の
パ
グ
チ
u
フ
ア
柄
、
伝

染
し
ま
す
。
と
の
務
樹
闘
は

-m常慣

の
娘
一
級
協
や
抽
晶
表
に
出
棺
し
た
淡

の縦関門
M

か
ら
獲
し
ま
す
。

ζ

出V
抑
間
後
点
在
的
ぐ
第
一

mv
方

法
滅
、
約
紛
糾
開
口
附
雌
艇
仇
古
品
説
附
唱
す

る
こ
と
で
す
。
時
間
後
持
品
開

i

五
年
に
↓
一
樹
多
“

W61894a

…
家
綴
一

批
判
し
ま
す
が
発
ゐ
…
臨
臓
の
叩
申
?
?

ゑ
予
府
知
同
体
間
関
榔
描

jfi

判
、
す
か
ら
関
門
じ
ふ
鐙
を
作
ら

ず
‘
ロ
郎
総
は
や
や
劣
る
が
諮
問
d

間

後
の
跡
調
い
険
機
と
糾
問
州
問
後
捻
弱

い
が
品
質
の
よ
い
ふ
絞
殺
綴
合

せ
て
作
る
の
も
一
つ
の
カ
淡
明
、

す。次
に
は
で
き
る
だ
け
お
ぞ
ま

き
に
ナ
る
と
と
マ
ナ

Q

種
ま
き

後
開
問
、
来
十
悶
H

た
っ
た
い
世
相
球
初

制
掛
か
ら
発
命
中
し
は
じ
め
ま
す

Q

刷
版
鐙
が
あ
ま
り
お
も
な
い
総
総

広

広

(3) 




